
島田商業高校では、地元の川根温泉周辺エリアの資源を活用した土産品の開

発を目指しました。

まずは、お茶を使用した食品を考案しましたが、継続した販売に向けた量産が

出来ないこと、賞味期限が短く、売れ残りの際の食品ロスにつながるとの課題が

みつかったことから再度、新商品を考案することとなりました。

そこで、県内の農家や企業と連携し、静岡県産のいちごを使用したハンドクリ

ームを考案し、商品化され数量限定ではあるが販売するに至りました。

しかしながら、いちごは県内の名産品であるものの、川根温泉の名産品とまで

は言えないことから、次年度も継続して研究していきます。

○協力・画像提供

株式会社 GOLD BLUE https://goldblue.jp/

山内屋農園 https://yamauchiya.com/

地域学取組事例 No.８ 島田商業高校

地元の資源を活用した土産品の開発

川根温泉周辺エリア（滞在型観光地の魅力を発信）

イチゴのハンドクリームのパンフレットの表紙


